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 要 旨 

 

目的：中等量の飲酒者は生涯非飲酒者や大量飲酒者よりも長生きすると報告されているが、ア

ルコール摂取と慢性疾患との関連は、多くの要因が介在し、複雑である。そこで、飲酒量と総

死亡および死因別死亡リスクとの関係を検討した。 

 

方法：MOnica Risk, Genetics, Archiving and Monograph (MORGAM) プロジェクトは、16 の

コホート研究（欧州 10 カ国 15 コホート、オーストラリア：1 コホート）を統合した多国籍の

追跡研究である。本プロジェクト参加者のうち、飲酒データ欠損者を除外した 142960 人（平

均年齢 50 歳、男性 53.9%）を本研究の対象とした。質問により平均飲酒量を尋ね、エタノール

10-12 g を 1 杯とし、1 日の摂取量を評価した。さらに、飲酒頻度と飲酒習慣を尋ね、「過去飲

酒者」「生涯非飲酒者」を識別した。参加者を追跡し、国や地域の健康情報システムの記録から

死因別死亡を確認した。モデル 1 で性別、コホート、喫煙、教育レベルを、モデル 2 ではさら

に BMI、糖尿病、高血圧、心血管系（CV）疾患既往、がん既往を調整し、Cox 比例ハザードモ

デルを用いて、アルコール摂取カテゴリーごとの死亡ハザード比［95％信頼区間（CI）］を、生

涯非飲酒者を対照とし推定した。アルコールを制限付き三次スプラインとしてモデル化し、死

亡リスクとの連続的な関係を検討した。媒介分析には、Baron & Kenny アプローチに基づ

く%MEDIATE マクロを使用した。 

 

結果：生涯非飲酒者と比較した総死亡リスクは、10g/日未満の飲酒者で 11％ [95％CI, 7-14％]

低く、20g/日以上の飲酒者で 13％ [95％CI , 7-20％]高かった。CV 死亡についても、すべての

変数の欠損データに多重代入を行った後は、同様の関連が認められた。がん死亡リスクは、10 

g/日未満では関連を認めなかったが、20g/日以上では 22％ [95％CI , 10-35％]高かった。アル

コールと致命的転帰との関連は男女同様で、ワインを好む人ほど顕著であった。媒介分析によ

り、HDL コレステロールは低アルコール摂取と総死亡（2.9％）、CV 死亡（18.7%）の関連性を

説明した。 

 

結論：生涯非飲酒者と比較して、1 杯/日未満の飲酒はがん以外の死因別死亡リスクが低く、2 杯

/日以上の飲酒は総死亡、CV 死亡、特にがん死亡のリスク上昇と関連していた。  


